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編　集　規　定
1．研究紀要編集委員会
　1–1. 本誌は，豊橋創造大学短期大学部の機関誌として，年 1回 3月に発行する．
　1–2. 本誌の編集のため，豊橋創造大学短期大学部内に研究紀要編集委員会を置く．
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2．内容
　論文は，学術論文としてふさわしいものとし，未公刊のものに限る．

3．執筆資格
　執筆者は，豊橋創造大学短期大学部・豊橋創造大学の専任教員・非常勤教員および研究紀要編集委員会が
執筆を認めた者に限る．

4．執筆要領
　4–1. 原稿は，ワープロ等で作成した原稿を原則とし，提出時にはフロッピーディスクと印字した原稿を

提出する．
　4–2. 一論文の長さは，原則として16000文字程度（10ページ程度）とする．図表等は掲載の大きさに従っ

て所定のページ数に参入する．
　4–3. 記述は，簡潔，明確にし，日本語の場合は現代かなづかい，常用漢字を使用する．
　4–4. 原稿は，かい書で左横書きとし，第一枚目には題目（副題および欧文タイトルも含む），氏名（ふり

がなと欧文による表記を付する）を明記し，本文は第 2枚目から書きはじめる．
　4–5. 脚注は，本文内容の補足説明にあて，通し番号を付ける．
　4–6. 引用（及び参考）文献の表示は，次のとおりとする．
　　4–6–1. 雑誌の場合，著者名・「題目」・雑誌名・巻号数・論文所在ページ・発行年の順とする．特に

雑誌名は省略した表記をしないように注意する．
　　4–6–2. 単行本の場合，著者名・『書名』・発行所・発行年の順とし，翻訳の場合は，原語によるもの

のほか，末尾に（訳者名・書名・発行所・発行年）を付する．
　4–7. 表図は表 1，図 1，のように記し，通し番号とする．
　4–8. 論文の区分は，論説(Article)，研究ノート(Note)，資料(Materials)，翻訳(Translation)，その他とす

る．
　4–9. 原稿は，豊橋創造大学短期大学部研究紀要編集委員会に提出する．

5．論文の体裁
　発行時の体裁は，本文2段組，脚注1段組を原則とする．これ以外の体裁をとる場合はその旨を原稿表紙
に明記する．

6．校正
　校正は執筆者が行なう．必要な場合は研究紀要編集委員会が行う．

7．著作権
　7–1. 本誌に掲載された論文の著作権は，執筆者本人と豊橋創造大学に帰属する．
　7–2. 掲載論文は冊子による出版のほか電子的に蓄積し，豊橋創造大学附属図書館が行う情報提供サービ

スにより公開する．

8．その他
　8–1. 論文の印刷に関し，特に費用を要するものは執筆者の負担とする．
　8–2. 執筆者に対しては，抜刷 20部および本誌 1部を贈呈する．それ以上は執筆者の負担とする．
　8–3. 本誌に掲載された論文を無断で複製及び転載することを禁ずる。

9．改訂履歴
　9–1. この規定は，平成 14年発行豊橋創造大学短期大学部研究紀要第 19号より適用する．
　9–2. 履歴

昭和 59年発行豊橋短期大学研究紀要 1号にて編集規定制定．
平成 9年発行豊橋創造大学短期大学部研究紀要第 14号より，大学名称の変更に伴う規定改編．
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豊橋創造大学短期大学部研究紀要第 21号

Bulletin of Toyohashi Sozo Junior College 21

　

執筆者紹介（掲載順）

伊 藤 博 文 本学実務教育科教授

大 森 子 本学幼児教育・保育科教授

岡 本 雅 子 本学幼児教育・保育科専任講師

佐野真一郎 本学幼児教育・保育科助教授

中 山 重 穂 本学実務教育科専任講師

長谷川正志 本学実務教育科助教授

井中あけみ 本学非常勤講師

大 林 淳 男 本学非常勤講師

青嶋由美子 本学幼児教育・保育科教授

加 藤 三 雄 本学幼児教育・保育科助教授

藤 本 逸 子 本学幼児教育・保育科教授

2003年度豊橋創造大学短期大学部研究紀要第 21号編集委員

委員長 実務教育科　 伊藤博文

委　員 幼児教育・保育科 佐野真一郎

委　員 幼児教育・保育科 伊藤晴康

委　員 実務教育科　 中山重穂

2004年 3月 15日発行

発行所： 豊橋創造大学短期大学部

　〒 440-8512　愛知県豊橋市牛川町字松下 20–1

TEL (0532)–54–2111

FAX (0532)–55–0803

交換事務取扱： 豊橋創造大学図書・情報センター

印刷所： 有限会社　三愛企画　TEL(0532)–88–0556㈹


